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目的　温熱的快適さを得るための室温と着衣に関する報告は従来多くみられる。しかし、
至適温度での着脱における温熱生理反応の立場から検討した報告は少ないようである。本

研究では着脱に伴う着衣のclo値、枚数が温熱生理にどのような反応をするか、また、着

脱の効果について検討を試みた。
方法　被験者は、成人女子３名。環境条件は気温20℃、気湿50%、気流O.lcHi／secに設定

した-人工気侯室内で行なった。着衣条件は、基本着衣(O.lclo)と、これに同一素材の単品

の重ね着によるlclo, 1.5clo,2cloの他に単品2cloの衣服4種類を用い、これらによる着脱

実験を行なった。測定項目は、温熱生理反応として皮膚温11点、直腸温、心拍、血圧。心
理反応として感覚量を測定した。さらに、素材の物性値として保温性と着衣のclo値との

関係を求めた。

結果　脱衣過程における皮膚温低下への影響は、体幹部においてclo値、枚数の違いによ

る有意な差が認められ脱衣によって低下した皮膚温の回復は早かった。等しいclo値の重･
ね着においては。これらを一括して脱衣した時の皮膚温低下とこれらを単品脱衣した場合

とでは著しい皮膚温の低下の違いがみられ、前者の低下が大きくあらわれた。単品脱衣し

ていく過程では皮膚温の低下は少なく、また、皮膚温低下の度合は同傾向であった。脱衣

による影響が少ないと言える。しかし、経時的にみると皮膚温回復は、脱衣後約30分には、

両者の差はほとんど認められなかった。四肢部においては、体幹部と同様一括脱衣、単品

脱衣ともに温熱感受性が高く、皮下脂肪の沈着部位の大腿の皮膚温低下が大きくあらわれ
た。着衣過程では、体幹部の皮膚温上昇は、一括着衣の方が、単品着衣より上昇幅がやや

大きくあらわれ、腹部の上昇は特に大きくなった。また今回用いた衣服の重ね着による皮

膚温上昇は、単品2clo>2枚重ね1.5clo〉3枚重ね2clo〉1枚重ねlcloの順が認められた。
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　【目的】皮膚と肌着間の空気層および衣服間の空気層は、人体保温にとって大きな影響要
素であり、衣服の保温性を考察する上で大きな問題である。しかしながら、衣服間空気層

の測定は衣服の厚さが小さいことなどから測定が困難であり、発表されている資料は数少

ない。そこで、読み取り顕微鏡と回転台上に設置した標準サイズのマネキンを使用し、着

装衣服の精密な断面図を作成することにより、衣服間の空気層を測定した。更に、特殊な

想定であるが、船舶遭難など、全身がずぶ濡れになった時の空気層の変化を測定し、衣服

素材のみの熱抵抗と、空気層を含んだ熱抵抗の検討を行った。

　【方法】回転台に男性マネキン（ヌード・着装）の被計測体を設置し、読み取り顕微鏡を

使用し、回転中心から輪郭までの距離を全周測定する。読み取り点を指し示す道具として

レーザ式ラインマーカーを用いた。測定部位は、上半身６断面とした。被計測体はヌード

および作業衣（肌シャツ、開襟シャツ、作業服）とし、作業衣の乾燥時とずぶ濡れ時につ
いて試みた。

　【結果】乾燥時の肌シャツはさほど密着しておらず、肌と肌シャツとの空気層の平均値4.

８ mm、開襟シャツ19.2 mm、ジャンパー22.2 mmである。ずぶ濡れ時では乾燥時とは異なり

顕著な差が現れ、マネキンに密着し、肌と肌シャツの空気層の平均値1.7 mm、開襟シャツ
8.5 mm、ジャンパーn.imとなる。
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